「子どもを共に育む『親支援』プログラム」プロジェクト会議

第２回全体統括部会　摘録（案）
１　日　時：平成２１月３月２５日（水）１０：００～１２：００
２　場　所：京都新聞文化ホール
３　参加者：（全体統括部会）：西岡議長，丸橋，藤本(代理)，長谷川，塚原，國場，大田，山下，橋本
　　　　　　　　　　　　　　崎山，生田，浅野
　　　　　 （妊娠期乳幼児期部会）：飯吉部会長，中江，山内，稲葉，岩佐，平野，木村，布野，江木
　　　　　 （学童期思春期部会）：井越部会長，中川，山縣，（木村），土井，井上，中東，砂田，瀬戸
（順不同・敬称略）
４　次　第：（１）挨拶

　・議長挨拶
（２）配布資料の説明

（３）討議

　　　　　　　　　①各年代別部会からの報告（「学習プログラム」素案について）
　　　　　　　　　②平成２１年度以降の進め方について

１　挨拶（議長）
それぞれの分野で専門家として実践していただいている方々が何度も議論を重ねられ，少しずつ実になってきていることをうれしく思う。今日，ここでさらに議論いただいて，ますます充実したものに進んでいくことを確信している。

また，今年は，１２年に一度のユネスコ主催の国際成人教育会議（第６回）が開催される。そこでのテーマも，持続可能な社会を築くためのより良い「成人学習の方法」について，ということになっている。つまり，今，正に京都で検討して実践していくことが，世界的な視点でも検討されている。

ぜひ，世界に先んじて，京都らしい形を検討し，実践して参りたい。皆様の活発なご論議をお願いする。
２　配布資料の説明

事務局から，配布資料及び会議の進め方等について説明
　　　　　

３　部会報告

　○妊娠期乳幼児期部会　⇒　別紙資料１参照
　○学童期思春期部会　　⇒　別紙資料２参照
４　意見交換

議長　　　　どちらの部会も，第１回全体統括会でご協力いただいたアンケートから課題を拾い，その中から，支援者向けシート・参加者向け学習者用シート，そして資料等を作成された。
今のご報告に対してご意見等をお願いしたいが，まず，各部会のご説明にあった現在検討中という部分について，今後の予定等，もう少し詳しく説明をお願いする。　
委員　　　　学童期思春期部会では，各回のワークショップの最後に「まとめ資料」のようなものを配布してはどうかという意見が出ている。具体的な内容はこれからだが，学習の機会に参加するだけで結論が出るということではなく，家庭に帰ってからの振り返りが大切になるので，普段の生活で，ワークショップの内容を思い出すきっかけになるようなものを検討している。
委員　　　　支援者向けの資料等についても，現段階でかなり具体的な形で提示しているが，これらを実際に活用する中で，参加者の受け止め方等も踏まえ，検討していきたいと考えている。
委員　　　　両方の部会に参加させていただいたが，それぞれ，部会での意見をよくまとめられていると思う。

質問としては，学童期思春期部会の方の「進め方」の時間設定をされていないが，その意図と具体的なイメージを教えていただきたい。
委員　　　　当初は，全体を９０分の枠で行う等時間設定を設けた形で考えていたが，試行を何回か行って，参加される方の様子を見ながら，時間設定を行っていこうと考えている。
委員　　　　妊娠期乳幼児部会では，ワーキンググループとして，小児科医，保健師，幼稚園教諭，保育士といった専門職が精力的に関わる中で，今の段階でのいい形ができたと感じている。
また，学童期思春期部会の方も，子どもたちが巻き込まれている大変な社会に対して，親がどのように関わっていかなければならないかということに多様な意見が出る中で，非常にシンプルな形でまとめられたことは，意味のあることだと思う。
それぞれの素案を，試行を踏まえ，修正しながら進化させていくことが大切。

委員　　　　学童期思春期部会では，親が子育ての様々な悩みを抱えたまま家庭の中で煮詰まっている現実に対して，少し，親が客観的な立場から，親子の関係を再度見直すきっかけとなる「プログラム」が良いのではないか，という視点で活発な論議が交わされた。
これをひとつの機会として，同じような悩みをもつ親同士が，意見交換しながら，話し合いの中身を自分たちの家庭の中にうまく取り込んでいけるものとしたい。
また，思春期の年齢には幅があるので，自分の子どもが抱えているような課題を，既に少し乗り越えている年齢の子どもたちとの出会いの中で，自分の子どもとの関わりだけでは理解できなかった思春期の子どもの対応について，新たに気付くことができたり，少し見通しが持てたりといった機会が生まれてくるのではないかと考えている。このプログラム内容を詰める中で考えていきたい。

議長　　　　単に知識を持つというのではなく，その中で，親自身が成長するという，まさしく京都らしい「to be」の生き方の成人教育に繋がるプログラムになっているのではないかと思う。
委員　　　　乳幼児部会のグランドビジョンにもあるが，テレビに子どもの子守りをさせたり，早い時期からゲームを与えている現状が気になる。

「遊びの大切さ」を伝えると同時に，テレビとかゲームの悪い方の影響も伝えていくことで，親の気付きになるのではないかと思う。

委員　　　　部会でもその辺りの議論が出ていたので，表記の仕方等検討する。

委員　　　　両方の部会に参加したが，支援者の方に対してのデータがたくさんあったほうが良いと感じる。
支援者が，様々なデータを持っていて，折に触れ，参加した保護者に伝えてあげられるようなことがあれば良い。
また，全体的なイメージとして「優しい」エピソードが多い。導入方法としては良い部分もあるが，具体的悩みをもった参加者に対して，「困ってらっしゃることは，何も問題ないんですよ」と受容してあげるパターンばかりではなく，「本当にそれは大変なことですよ」という危機感をもってもらうことも大切。
今，子育て現役世代やこれから親になる世代は，一定子育てが落ち着いた世代とは違う環境の中で大人・親になっているということも踏まえて，資料等について考えていく必要がある。
議長　　　　普遍化して議論できるようなデータの活用等，また部会でご議論いただきたい。

委員　　　　妊娠期乳幼児期部会の「赤ちゃんがいる生活のイメージ」ということで，赤ちゃんができたところから始まっているが，その前にワンクッション置いて，学童期思春期部会の「いつくしむ」にあるような，「自分の存在とか命を繋いでいく」ということを考える場を一緒に持ってもらえたら良いのでは。


委員　　　　家庭で，テレビやゲームをつけないことについては「夫の理解」が重要だと感じている母親が多い。

「子育て」全般で重要になるのは，子育てについて様々な情報を得たら，家族のみんなが一致して認識しながらお互いに協力しあってしていくことが大事。周りの理解がなく，母親だけが悶々としてしまうというところで悩みが大きくなる。
やはり，父親と母親がお互いに理解し，協力し，譲り合いながら「子育て」をすることが必要で，その視点が含まれた「学習プログラム」もあればよいと思う。
委員　　　　私も，子育て支援をにおいて一番大事なのは夫婦の関係だと思う。父親がどのように関わっていけるかが鍵を握る。
また，このプログラムの成果を決めるのは，実際の活用の場とその広がりである。
両親が揃ってこういったプログラムを受けられるかどうか，また，少なくともお母さんだけでも絶対出てこられる場で必ずこのプログラムを活用する，という設定が強制的にでも必要。将来的な展開も含めて議論していきたい。
委員　　　　実践の場の検討については，部会でも相当議論されている。本当に届けたい保護者のところにどのように届けるかというようなこともご議論されていたので，具他的に検討を進めていただきたい。
事務局　　　実践の場の構築については，価値観の転換・行政の仕組み・システムを変えていくというところまでやっていく必要があると決意している。
さらに，例えば企業の中では，研修の一環としてこの親支援プログラムに参加できるシステムを作っていただく，児童相談所では，実際に相談に来られた方に対して集中的にこういうプログラムを使っていただく，保健所であれば乳幼児健診のときにプログラムの参加者を募って活用する等も検討いただきたい。
教育委員会としても，学校現場の中であらゆる機会に取り組んでスタートしていく。
委員　　　　０歳児から５歳くらいまでに虐待を受けて育った子どもは思春期もしくはその前後で非行に走るとか問題行動を起こす可能性が非常に高いという話を聞いた。
実際の子育てにおいては，子どもを放り投げたい衝動に駆られるときもあるが，こうしたプログラムを通じて「誰もが経験する道」と気付いてもらえれば，実際の虐待は防げるのではないか。そして，それが将来的な問題行動の減少にも繋がると思う。妊娠期乳幼児のプログラムにおいても，こうした虐待防止につなげる視点を盛り込んでいただきたい。
委員　　　　「親支援プログラム」のベースの考え方には「虐待防止・予防の理念」が入っている。子育てにおける様々な「壁」に直面する親御さんに対して，知識とか技術等をしっかり理解していただくということが，虐待防止部分に繋がるという理念は当初より底辺に流れている。
委員　　　　「親支援」というと，制度面での整備に偏って，心の問題といったことにあまり言及されないことが多い中，親に対してという観点から取り組まれ素晴らしいものになっていると思う。
企業には各種「子育て支援」制度があるが，実際には活用されにくい。そうしたときに，経営者に対して，問題の本質・取組の必要性等がひと目で理解できるように，マンガ等を活用しながら，例えば大人に対する提言のような要素も盛り込んで，訴えていくことが必要。
委員　　　　現在，私の所属する会では「食育」をテーマにした提言に向けて取り組んでいるが，その中でも，一番必要な人に届かない，届けようとしても参加されない状況をどう解決していくかということが一番の課題となっている。これは，様々な機関・団体等と連携し，根気強くやっていくことでしか解決しない課題でもあり，その中で企業の役割というのも重要なところになってくる。このプログラムの実践段階では，我々も積極的に参加して参りたい。
　　　　　　また，親の手作りの食事の味，「ダシ」の味といった伝統的な日本食の文化を親から子へ伝えていくことは非常に大事なことだと思うので，このプログラムにおいても，コンビニで買ったものや冷凍食品，ベビーフードでそのまま与えるだけではなく，忙しい中でも，少しでもそういったことを伝えることの必要性といった内容も盛り込んでいただきたい。
議長　　　　様々な家庭があると思うが，父親も母親も「食育」というものを考えていければと思う。
委員　　　　子どもに寄り添うことも重要だが，課題となるケースは，親が子どもに乗り越えられることが多い実態を踏まえ，「親としての厳しさ」「子どもの壁になること」の大切さを，具体的事例を通して伝えていきたい。
また，子ども自身の圧倒的な体験不足の中で，親が，子どもに対して，意図的に様々な体験や地域社会との繋がりを経験させることによって，苦しいことをしっかりやっていくことの大切さやそれを乗り越えていくことで得られる喜びを示していけるよう，日常生活の工夫も盛り込んでいただけたらありがたい。
委員　　　　妊娠期乳幼児期の素案を見て，自分の子どもが小さい時にこういうのがあったら非常によかったなと思う。
また，小学校で保護者になったときに，父親同士が，こうしたプログラムを接点として，ネットワークが生まれて，関係が広がるようなものになることを期待したい。
議長　　　　プログラムの内容に関しては，それぞれの意見を踏まえ，さらに部会で検討していただく。それでは，議題第４，平成２１年度以降の進め方に関して事務局から説明をお願いする。
５　平成２１年度以降の進め方について
事務局から資料７等に基づき，平成２１年度の「子どもを共に育む『親支援』プログラム」策定・実践に向けた予定を説明。
委員　　　　現場での最近の子どもたちの状況としては，一つは虐待の相談や通告が非常に増えているということ，もう一つは自閉症等の発達障害についての相談が非常に増えていること。
このことは，実態として虐待が増えているというマイナス面と，地域や近所の方が関心をもってみているというプラス面から起っている。
常々，早期発見・早期療育を心がけると共に，やはり「予防」ということが重要であると考えており，このプログラムにも期待している。さらに，本当に必要な親に行き届くようにするためには，市全体として取り組むことが必要だと感じている。
また，実践にあたっては，参加される保護者に近い年代の方が支援者になる方が価値観も近く有効なのではないかと感じており，支援者の養成にあたって検討いただきたい。
委員　　　　支援者用のテキスト，支援者の養成講座の充実が今後の大きな課題となる。
支援者養成に関しては，様々な課題を抱えた方が講座に参加されることを考えると，その時々のテーマだけではなく，ある程度の全体を見渡した知識を持っていただく必要があり，テキストも，繋がりのある内容にしていかなければならい。
そして，支援者も，専門職で担う部分と，専門職ではない方が担っていただく部分等，様々な工夫が必要かなと思うが，いずれにしても幅広い知識を持っていかなければならない。養成講座の組立てには，精力的に取り組んでいかなければならない。
一方，親支援の冊子については，簡単なもので，参加するごとにファイリングできる形式にするとかスタンプ形式にするとか，楽しみながら参加できるような工夫が必要だと考えている。
議長　　　　冊子も，時代によってすぐ変わった部分をすぐにリニューアルしていけるような工夫が必要。
委員　　　　支援者については，核になる人材として専門的な知識を持った支援者を養成していく一方，豊富な参考資料やきめ細かな学習の展開についての資料等を用意することで，ある程度の予備知識のある者，例えば学校現場の管理職等，長時間勉強しなくても支援者として活動できるようにしておくことも必要ではないか。
そうすることで，本当に来て欲しい親，あるいは非常に厳しい状況の中の親も含めて徹底してすみずみまで届けていくための広がりもできてくるのではないか。
また，実際の話し合いの場には，同世代の人同士だけでなく，支援者に加えて，あえて世代を超えた者と一緒に話し合う場を設定することで，支援者の力量以上の効果が期待できる。
委員　　　　今のご意見にあったように，世代間の交流の中で親が育っていくという場面作りをするというのはとても大事だと思う。そういう場面をつくるということによって，地域社会との関わりや地域活動への参画を，大人の側から生み出していくことにつながると思う。
学習プログラムを考えるにあたっても，①同じような課題に直面している親同士が仲間的な感覚の中で互いにサポートし合えるようなプログラム②専門職としての関わり方を活かしていけるようなプログラム③地域活動への参画が生まれるような世代間の交流プログラム，という３つの視点を整理しながらシステム化していくと良いのではないか。
委員　　　　母親でも父親でも，一人で何かを抱え込まず孤立しないための仲間づくりや雰囲気づくりが大切。世代を越えた交流，同世代の交流，性別を越えた交流のいずれの場合も，参加しやすい雰囲気づくりを大切にしていきたい。
また，このプログラムに参加することにで，一気に何かを変えるというのはすごく難しいことだが，コツコツと積み重ね，焦らずに取り組んでいくことが大切。

委員　　　　本プログラムの試行実施を呼びかけるためにも，６月当初頃には，試行実施のための形のあるもの提示していただけるように，スケジュールの調整をお願いしたい。
議長　　　　活発なご意見をいただき感謝したい。試行実施を踏まえて，さらに検討を重ね，まずは平成２２年１月を目標に取り組んでいく。また，そこで終わりではなく進化し続けるものなので，これからもご協力をよろしくお願いする。
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